
 

改定の概要 

 

 

１ 収支項目分類改定の趣旨 

 家計調査の集計に用いる収支項目分類は、家計消費の変化に対応するため，原則

として５年ごとに見直しを行っている。 

また、その集計結果は消費者物価指数の各費目のウエイト算定の基礎資料として

利用されることとなっている。こうしたことから、消費者物価指数の基準改定年で

ある平成 27 年に合わせ、平成 27 年１月分結果から収支項目分類の改定を行った。 

 

２ 適用時期 

  平成 27 年１月分から 

 

３ 改定内容 

  「新旧対応表」を参照 

 


